
新座都市計画道路 3・4・10放射 7号線（栗原工区） 

都市計画変更説明会の開催結果について 

 

 

 

１ 開  催  日  平成 29年 9月 23日（土） 13：30～14：25 ・ 16：00～16：40 

          平成 29年 9月 24日（日） 13：30～14：25 ・ 16：00～16：55 

          平成 29年 9月 26日（火） 18：30～19：20 

          平成 29年 10月 10日（火）18：30～19：10 

 

２ 場    所  新座市立栗原公民館 軽体育室 

 

３ 対  象  者  都市計画道路予定線内及び道路中心線から両側概ね 30m内に、 

          土地・建物をお持ちの方又はお住まいの方 

 

４ 内    容  新座都市計画道路 3・4・10放射 7号線都市計画変更について 

 

５ 主な質疑応答 

 【説明会に関すること】 

 Ｑ．会場に掲示されている図面をいただくことはできないか。 

 Ａ．10月中旬頃、朝霞県土整備事務所ホームページに掲載する予定である。 

 Ｑ．イメージ図に現在ある道路が入っていない。イメージをつかむために入れてほしい。 

 Ａ．ホームページに掲載する際、分かりやすくなるよう工夫させていただく。 

 

 【道路計画に関すること】 

 Ｑ．事業主体は誰か教えてほしい。 

 Ａ．事業主体は埼玉県である。 

 Ｑ．幅員 18mの構成を教えてほしい。 

 Ａ．車道の幅員は 9m、歩道の幅員は 3～4mを標準としている。 

 Ｑ．中央分離帯の有無を教えてほしい。 

 Ａ．中央分離帯は設けない。 

 Ｑ．図面に描かれている計画道路線は今後変わることがあるのか教えてほしい。 

 Ａ．線が大幅に変わることはない。実際に道路にかかる具体的な面積は用地測量を行わ 

   ないと分からない。 

 Ｑ．現道（市道・私道）と交差する箇所は出入りができるようにしてほしい。 

 Ａ．今後、交通管理者（埼玉県警察）と協議を行い、詳細を決定する。 



 Ｑ．ひばりヶ丘駅までのアクセスはどう計画されているのか教えてほしい。 

 Ａ．放射 7号線の整備に併せひばりヶ丘片山線の整備を行うことで、ひばりヶ丘片山線 

   を通じてのアクセスとなる。 

 Ｑ．橋梁の高さは何 mか教えてほしい。 

 Ａ．飯田橋石神井新座線との交差部で約 5m程度である。 

 Ｑ．橋梁で高架化した際、どの範囲で、高低差の影響があるのか教えてほしい。 

 Ａ．ひばりヶ丘片山線交差点付近から栗原緑地公園付近までの約 240mである。 

 Ｑ．道路が造られることにより周辺環境への影響があると思うが、調査等は予定してい 

   るのか教えてほしい。 

 Ａ．橋梁構造に伴う日照への影響については、今後詳細な設計を行う上で必要な調査等 

   を検討したい。騒音等については、低騒音舗装の使用や植樹桝の設置により、緩和を 

   図りたい。 

 

 【都市計画変更に関すること】 

 Ｑ．副道の幅員及び総延長を教えてほしい。 

 Ａ．副道の幅員は 5mを標準としているが、緊急車両等の軌跡を考慮し一部 5mより広が 

   る形となる。副道 3箇所の総延長は 164mである。 

 Ｑ．副道は一方通行になるのか教えてほしい。 

 Ａ．一方通行ではない。 

 Ｑ．副道から放射 7号線へアクセスする際、右左折可能か教えてほしい。 

 Ａ．副道 3箇所のうち、交差点に近接する 2箇所については、左折で入り、左折で出る 

   計画となるが、交差点の影響範囲外の 1箇所は右左折可能とすることで警察と協議し 

   ている。 

 

 【今後のスケジュールに関すること】 

 Ｑ．用地測量はいつ頃から始まるのか教えてほしい。 

 Ａ．順調に進めば、来年度を予定している。 

 Ｑ．用地測量説明会の対象者を教えてほしい。 

 Ａ．用地測量は道路にかかる方の土地境界を確定させる必要があるため、道路にかかる 

   土地をお持ちの方及びその土地に隣接して土地をお持ちの方を対象とする。 


